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１．太田川水防災タイムラインの検討経緯

・「太田川流域の減災に係る取組方針」をとりまとめ、氾濫が発生した場合の被害軽減に資するハード・ソフト両面からの取組を総合的か
つ一体的に推進しています。（例：タイムライン策定、ハザードマップ作成の支援）

＜ソフト対策＞

・住民が自らリスクを察知し主体的に避難できるよう、より実効性のある「住民目線のソフト対策」へ転換し取組を実施することにしました。
＜ハード対策＞
・「洪水氾濫を未然に防ぐ対策」に加え、氾濫が発生した場合にも被害を軽減する 「危機管理型ハード対策」を導入し、整備を実施するこ
とにしました。

「太田川水系大規模氾濫時の減災対策協議会」を設立（平成28年6月）

平成27年9月 関東・東北豪雨

・太田川水防災タイムライン検討会を設置しタイムラインの検討を開始しました。

ソフト対策の一つとして、多機関連携型タイムラインを検討（平成29年11月6日）

全国各地で豪雨が頻発・激甚化していることに対応するため、「施設整備により水害の
発生を防止するもの」から「施設では防ぎきれない大洪水は必ず発生するもの」へと意
識を根本的に転換し、ハード・ソフト対策が一体となって、社会全体でこれに備える取
組が必要となりました。

平成27年9月関東・東北豪雨では、逃げ遅れによる多数の孤立者や甚大な経済損失
が発生しました。

背景・社会的要請

「水防災意識社会」の再構築に向けた取組

「水防災意識社会再構築ビジョン」の策定（平成27年12月）

太田川水系での取組
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２．太田川水防災タイムラインの特徴

・百万都市 広島を貫流する大河川
・上・中流域には渓谷沿いに集落が点在
・下流域には人口が集積したデルタ域

マルチハザード対応の多機関連携型タイムラインの策定

太田川の特徴

既往災害の状況

洪水 土砂災害

高潮

これらの複数の災害が発生することを想定し、
「マルチハザード」対応のタイムラインを作成

マルチハザードタイムラインの策定は全国初

H26.8広島土砂災害

内水

平成22年7月 浸水被害状況

太田川水防災タイムラインは、全国で初めて「マルチハザード対応」として作成しました。洪水、高潮、土砂災害のハザード別のステージ毎に関係機関がとるべき
項目がわかるようタイムラインを作成したことで、どの災害がどの順序で発生しても対応可能です。

全国初のマルチハザードタイムライン

【逃げ遅れゼロ】
●人的被害の回避

• 早期の避難勧告等の発令、安全な避難場所への誘導、地下空間からの早期脱出等、水害・土砂災害による人的被害の回避が可能

●要配慮者の支援
• 関係機関が連携することにより、要配慮者の安全な場所への移送や養護、発災後のケアーが可能

●情報伝達体制の強化
• マスコミ等と連携することにより、様々なメディアで避難情報等を伝達することが可能

●交通網の途絶による混乱の回避
• 運行停止や通行止めの判断、利用者の避難誘導により、人的被害を回避することが可能

【社会経済被害の最小化】
●ライフラインの早期復旧

• 電気、ガス、水道、通信等の対応準備を事前に行
うことにより、ライフライン機能の早期復旧が可能

太田川水防災タイムラインによる効果
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３．太田川水防災タイムラインの想定シナリオ
◎タイムライン策定にあたって想定したシナリオ

•台風接近に伴う大雨により、内水氾濫が発生。台風通過の豪雨により、土砂災害が発生。台風が最接近することにより、高潮
氾濫が発生。その後、太田川の水位が上昇し、堤防が決壊、外水氾濫が発生する。
•台風のコースは、昭和２６年１０月のルース台風を想定している。

概ね３０年に１回程度発生する高潮

土砂災害警戒情報が発表される降雨

洪水 概ね２００年に１回程度発生の豪雨

内水 平成２９年３月時点の下水道施設に過去最大の降雨

【想定外力】

想定する降雨
広島気象観測所

広島湾

想定する河川水位

想定する潮位

15日21時

14日21時

13日21時

12日21時

11日21時

平成○○年10月09日11時令和〇年10月09日11時

太田川流域が、3日
予報円に入るとタイム

ライン立ち上げ
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